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	一人一要求アンケートにもとづき、14日に提出した「2011年度予算に係る職場改善要求」について、16日朝、当局から回答書を得て、執行部、青婦部から回答に対する意見を聞い
	
	
	た上で16日夕方、総務課長交渉を行いました。執行部からは、青柳副委員長、山田書記長、樋口組織部長が出席しました。

　以下、交渉結果を報告します。

	１
	要求
	【グループ・担当の配置人員に関すること】

2010年度中の退職者等の減員は６名で、2011年４月の新規採用は６名で同数ですが、この間、時間外業務の多かったグループ・担当の実態を踏まえ、意見等を聴取の上、現有人員では2011年度も業務繁忙が改善されないと見込まれる場合は、当該のグループ・担当に臨時職員を配置すること。

	
	回答書
	　今年度から実施の自己申告書及び各課長とのヒヤリングを踏まえ、必要があれば配置数の見直しを検討したい。

　なお、昨年度と時間外手当の支給状況を比較検討したが、時間外が増える月は課によって決まっているなど、特に臨時筆耕の増員までは要しないものと判断している。

	
	交渉結果
	　年間を通じて時間外勤務の多い担当について個別に総務課長の見解を聞きましたが、回答書のとおり一定の時期に集中しているもので現時点では臨時筆耕の配置は必要ないと判断しているとの回答でした。

　当局は、自己申告書及び各課長とのヒヤリングを踏まえ、職員の配置数の見直しを検討するとのことです。一人一要求アンケートには職員の増や臨時筆耕の配置を求める意見がありましたから、執行部としては今後、職場討論を行い１月の新年度予算闘争期の交渉で改善をめざします。

	２
	要求
	【職場環境に関すること】

庁舎内における執務に支障をきたさない室温を保持すること。

①　夏季：扇風機の設置を増やすこと。

夜間のため、窓に虫除けの網戸を設置すること。

②　冬季：日中の暖房の温度を適温に保つこと。

夜間の補助暖房機器（灯油、ガス、電気）を増やすこと。

窓に断熱シートを張ること。

	
	回答書
	　①、②とも、庁舎の全面改修を行わない限り、要求内容は解決しないが、冬期間の対応として当面、石油ファンヒーター数台の増設を検討したい。


（２面へつづく）

	２
	交渉結果
	《 夏季 》

①扇風機：大型の扇風機は現在あるものを活用願いたい。増設はしないとの回答でした。卓上小型扇風機を今年の夏、使用していた職員がいましたが、個人が持ち込んで使用することの可否について、体調管理の面からも来年の夏までに前向きに検討したいとの回答を得ました。

②窓の虫除け網：窓の構造上設置不可と判断しているとの回答でした。

時間外勤務に際しては、夜間も蒸し暑さが続いているときには窓を開けて業務を続けていますが、庁舎内で照明が点いている場所が点在するため、勤務者のところへ虫が集中してきます。虫除けのスプレー等を持参していた方もいますが、執行部としては、網の設置が最善の策と考え、継続課題として設置の可否や経費について専門業者から意見を聞きます。

《 冬季 》

③日中の暖房の温度を適温に保つこと：２階の温度が１階よりも低いこと、パーテーションを撤去してから寒くなったこと、１階では暖房のパイプから離れる事務室中側が寒いこと、庁舎全般にわたって窓枠から寒気がかなり入ることを認識している。庁舎の窓の全面改修には2,300万円ほどの経費を要するため、そのような改修は困難である。２階の暖房の温度を１階よりも上げることが設備の構造上可能なのか確認したい、との回答を得ました。
④補助暖房機の増設：現在、林研、議会に石油ファンヒーター４台、ガスストーブが３台ある。これの活用に加え、庁舎１階、２階に各２台の石油ファンヒーターを増設することで予算協議をしたい、との回答を得ました。
⑤窓に断熱シートを張ること：窓枠の構造上、寒気がかなり入るという現況から断熱シートを張ることの効果には疑問がある。既に断熱シートを貼付けを行っている他の事例を調査し、効果の可否や経費を確認した上で検討したい、との回答でした。

	３
	要求
	【職場環境に関すること】
執務用のイスを新しいものに更新すること。

高さが調整できないもの、動くときに不快音のするものなど不具合のあるイスが増えている。

	
	回答書
	　23年度採用の新規採用職員分は、22年度補正で予算措置したが、職員全体については、不具合がある場合は企画財政課に申出ていただきたい。

	
	交渉結果
	執行部としては回答書のとおり了解しました。職員全体について不具合がある場合は、新規に購入ということではなく、現在、使用されていないイス（Ｋニット跡に保管）や３月退職者のイス等で対応するとの考えが示されました。


（以下、次号につづきます）


１２月２３日（木）午後３時～
 　遠軽町  ホテルサンシャイ

講師　「スーパー公務員」と呼ばれている
　　　0農林水産省大臣官房　木村俊昭0さん
（元小樽市職員・遠軽町出身）

主催　0遠軽町まちおこしを考える実行委員会  



































































































































































































■昨年5月、NHK「プロフェッショナル　仕事の流儀」に出演して以降、「スーパー公務員」「地方再生請負人」と呼ばれている木村俊昭さんが遠軽町まちおこしグループの要請を受け、講演会を行います。�■自治労は連合とともにオホーツク地域の活性化に向け、講演会を中心に取り組みを行っていますが、地域活性化の取り組みを実践してきた木村俊昭さんの講演は、自治労のめざす地域運動とも共通するところが多分にあるでしょう。

















津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


